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要旨 

  

日本海側の豪雪地帯での局所規模の降雪分布が、季節内時間スケールの偏西風ジェット

の変動、特に、ユーラシア大陸を横切る旬（10 日）スケールの準定常 Rossby 波と東アジ

ア域でのブロッキングとを原因としていることがわかった。この研究では、日本の代表的

な豪雪地帯として新潟域を対象とした。新潟の降雪分布として、先行研究に基づいて以下

の 3つの主要な降雪分布を定義した。（１）里雪型：沿岸域を中心に降雪が卓越する、（２）

山雪型：内陸の山間部に降雪が卓越する、（３）里山雪型：新潟全域で降雪が発生する。 

結果として、全ての降雪型で、日本上空での偏西風ジェットの南偏、あるいは大規模な

トラフの強化（すなわち低気圧性偏差）が関係していた。このトラフの強化は、ユーラシ

ア上空の偏西風ジェット（ユーラシアジェット）に沿って伝播する準定常 Rossby波を起源

としていた。また、この低気圧性偏差は、東シベリア域でのブロッキングの発生頻度が増

加していたことから、ブロッキング低気圧にも関係していることがわかった。さらに、こ

のトラフが強化されるメカニズムはそれぞれの降雪型で異なっていた。すなわち、シベリ

ア域ブロッキング発生頻度増加位置の相対的な違いとユーラシアジェットに沿う準定常

Rossby波束伝播の経路の違いとが見られた。つまり、全球再解析データで明白に区別でき

るほどの大規模循環の偏差によって日本海側での局所的な降雪分布が決定されることがわ

かった。 
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